CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 

〈保証書付〉保証書は裏表紙に EP 刷されています。 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安法）で指定される 
特定保守製品でず。 

法定点検を受けるために所有者登録を行ってください。 

(製品に同個した r 所有者票」に記入し投函願います。） 

正しく使って上手に節約 


エフエフ 


ピーアール 


型式 FF-6812PR 


ユーエイチエフ 


ピーアール 



UH-F701SPR 


FF タイプ 
种式輯亂 

UH - F タイプ 
种式輯射+巧！援 


このたびは、コ□ナ扫油ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになる方びい 
つでち見られる所に大切に保管しでください。 


ち< じ 
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A 警告 

(§) 

KEROSENE ONLY 

ガソリン使用禁巧 
^使用燃料：灯油 J 


么警告 


給排気筒を必す 
点検して < ださい 
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1 •特に注意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただきあなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は次のよラになつでいます。内 
客をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取扱い 
をすると、人が'死 C 、 重傷を負ラ巧 
能性、または乂災の巧能性が'想定さ 
れる内容を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取扱い 
をすると、人が'傷害を負ラ可能性や 
物的損害の発ちが'想定される内容を 
示しでいます。 


本文中のマークは、次の意味を表します。 


A A 

このマークは、「注意」して 
いただく内容です。 

〇 (§) ^ 

このマークは、してはいけ 
ない「禁止」を表していまず。 

〇运 

このマークは、必ず実行し 
ていただく「指示」を表して 
いまず。 


么警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、 
絶対に使用しないでください。少量の 
混入でち乂災の原因になります。 


(§) 


•スプレー宙厳禁 

スプレー生や力たット 
こんろ用ボンベなどを 
温風のあたるところに 
放置しないでください。 
熱で生の圧力び上びり、 
爆発しで危険です。 



•衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しな 
いでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブ 
の熱気でゆれで落下しで乂が'つき、 
乂災の原因になります。 




•温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさが'ないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、乂 
災の原因になります。 



•給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給排気筒（管、ホース)び外れ 
たまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガス 
が'室内に漏れで、危険です。 


请〇 

■I ShiJ 


•低温やけどに注意 gjH - F タイプ) 

長時間皮膚の同じ場所に 
触れないでください。 

比較の低い温度 (40 〜60で） 

でち低温やけどや脱水症が 
の原因となります。 


/爲 




•給排気筒トップ閱そく危険 

給が気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」は給排気の巧げになるのでおやめください。 
閱そくしでいると運転中にがガスび室内に漏れで、危険です。 

•給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのためのを網などは巧けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こしがガスび室内に漏れる巧能性 
びあり危険です。 



0 




•定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検•整 
備を受けでください。点検を受けず 
に長期間使用し続けると、故障や事 
故の原因になりを膜です。点検•整 
備はお買い求めの販売店や資格者の 
いる店に依頼しでください。 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事はち 
険です。据巧け工事は販売店や 
専門業者にご依頼ください。 

(ストーフ'を移設させる M 

場をち同じです。） 


m 

ちゃ Q ク命 /CN 




















































•特に注意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください) 




•力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 AY 

カーテン-巧団や毛巧など燃えやすいちののそばなどで使用しないでください。 ^ (X ) 

乂災び発生するおそれびあります。 g ] j 

•可燃物との距離を離ず 

巧燃物との離隔距離についでは標準据巧け例 （3 0 ページ）を参照しでください。 

•給油時消义 、巧 ^ A 

乂災のおそれびありますので、給油は、必ず消乂し、乂の気のない 1 1 ■■ 

ところでわでください 

•油漏れ確認 

ミ由タンク•ゴ厶製送ミ由管•接合部•給ミ由コックおよびストーブなどからの巧油漏れび 、' 一一 

なし、ことを確認の上ご使用くださし U ： [油び漏れでいると乂災のおそれびあります。胃胃 

♦異常•故障時使用禁止 ^ ご; 

ミ由漏れやにおい、すすの発を、炎の色など異常や故障と思われるときは使用し 户’ 

ないでください。事故の原因になります。 ( 1 

0 

参温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないでください。低温やけどや脱水症がになるおそれが'あります。 

争特にお子様やお年寄り、体の不自由なちび使われるときは、周囲の人び十分ミ主意しでください。 

0 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（砕上部、前面ガードなど）、排気筒（給排気筒トップ）にまなどふれ 
ないでください。やけどのおそれが'あります。 


•小さいお子様のいるご家庭では、特にミ主意しでください。 


•やかんのせ禁止 む 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 1 ‘ 

0 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 ( 

不完をな修理は、危険です。 Viy 

参腰をかけたり物をのせない 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれびあります。 
ストーブの上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。かびかかると漏電や故障のおそれびあります。 

0 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブ'や給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取り巧け 
ないでください。乂災や排ガスが'室内に漏れる原因となり危険です。 

0 

参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、傷がけたり束ねたり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでくだ 
さい。乂災や感電の原因になります。 (い^^心 

0 

•電源の接続 

電源は適正配線された単巧 100 V のコンむント似外は使用しないでください。発熱-発乂の原因にな 
ります。電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしな 
いでください。発熱•発乂の原因になります。 

0 

























•特に注意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください) 


_ 么ま意 (CAUTION) 

•電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラク'やゆるんだコンたントは使用しないでください。乂災の原因 
になります。めれた手での抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 



•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必ず電源プラヴをコン它ントから巧いでください。 
_乂災や予想しない事故の原因になります。_ 

•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこりおよび金属物を除去しでください。 

ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 

•好油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 

•不良な油使用禁止 

変質な油（持ち越したな油など)、不純な油（な油!^外の油•か•ごみび'混入したな油など）など 
の不良な油を使用しないでください。異常燃焼のおそれが'あります。 



•シスターンの水位に注意 ( UH - F タイプ) 

循環液は少しずつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位び'規定水位にあること 
を確認し、不足しでいる場合は補巧液を補給しで<ださい。 

上限水位]^上は、入れないよラま意しでください。 


•カーぺットのはがれに注意の圧屋 22) 

力一ぺットびずれたりめくれたまま使用しないでくださし、。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 


•循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 ( UH - F タイプ) 

幼巧の手の届かない所に保管しでください。 

ち一、 飲んだ場含には吐かせで、医師の診斷を受けでください。 



•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、の油や巧燃物など引乂のおそれのあるちの 
を置かないでください。乂災のおそれが'あります。 


♦指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入れ□の中に、指や異物を入れないでください。 
けびや乂災の原因になります。 



•初めてお使いになるとさの注意 

ネリめでお使いになるとさは、耐熱蓬料などび'焼き付くまで煙と臭いび'出ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を巧つでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場含が'考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 



•外出する時は消乂 

外出するとさは、必す運転を停止し消乂 
しでください。 



•特殊用途には使用しない 

食品 • 精密機器 • 美術品の保をや、動植物の 
飼育 • 栽培などには使用しないでください。 




























































•特に注意しでいたださたいこと(安全のために必ずお巧 0 ください) 


' お願い ( NOTICE ) 

•機器を廃棄ずるとさのま意 

ストーブを廃棄処分するときは、必す定油面器の'な 
油を巧さ取って < ださい。 

の油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 
め事がになるおそれが'あります。 

必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサ 
^ ービスたンターに依頼しでください。 

•'打油の廃棄 

の油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 
店にご相談 < ださい。 

J 


2 •使用ずる場所 


ストーブをちをに使用するためには、場所の遷定が'大切!です。 


ままに使用するために 



0 

0 

0 


•マントルピースなどには据付けないでください。 

ストーブが'故障したり、乂災の原因になります。 

参標高び1000 m を起える高地では使用しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

•クリーニンク'店、美容院などの化尝薬品を使用する場所では使用し 
ないでください。化尊薬品などの影響により、異常燃焼や故障の原 
因になります。 

参温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 

参水平でない場所、不安定な場所では使用しないでください。 
•不安定な物をのせた棚などの下には使用しないでください。 

•巧燃性ガスの発をする場含またはたまる場所には使用しないでくだ 
さい。 

•階段、避難□などの巧おで避難に支障となる場所には使用しないで 
ください。 


効果的に使用ずるために 


•外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びストーフ'で暖められで 
巧流しますので効果のです。 

出入□など人の通るところは、/ぶつかると危険ですので 
避けでください。 


•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そ 
り返ることびあります。熱に強い7ットなどを敦いでください。 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 

ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本体の温度 
び上昇しで危険です。 

使用場所には十分ま意しで効果のに使用しでください。 



gjH - F タイプ） 

参ストーブ前面からふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を考慮しでくださし、。 
参温か配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを配置しでください。 















































3 •各部の名称 



上面ガード 
—上面板 

—とつで 


—表示部 
ルームサーモ 

運転スイッチ 


——操作部 

(才ープンポケット) 
-定ミ由面器リじットレノスー 


背面 


[ FF タイプ） 




巧流用送風機(内部) 
フアン刀ード 


本体固定を具 

過熱防止装置 
(安全サーモスタット(内部)) 
給排気筒 

エルボ固定金具 
燃焼用送風機(内部） 

水平器 
給気 ホース 
コ''ム管 □ 

電源コード 


排気管巧け 
検知用リード線 


熱交サーモ(内部)！ 


エアー抜きバルブ(内部)； 


^アクチュェータ（内部)！ 
(リニアをノぶ 

羽廊 


本体固定金具 
蠢フ持 — f ' 方-: 


I 瑪がを含 P _( A 、 卓鸟避) . 

温水戻り OCA 、 巨回路) 


構造 


( FF タイプ:) 


は の H - F タイカ のみ巧象です。 
( UH - F タイカ 



放熱器 



L 巧巧：:—夕 i - 

点乂ヒータ 
ポツトサーミスタ（内部) 
点乂ネット(内部） 

ノズル(内部）一 


—燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた押え 


反射板 
プリント配線板 

不完全燃焼防止装置 
(ガスじンサー※） 
フレーム□ッド 
ポツトバーナ 


機内サーミスタ 
(内部） 
定ミ由面器 

巧震白動消乂装置 
(内部） 


電磁ポンプ 
—送';由管 


X 運転中はガスじンサーが'発光 • 点滅するため、 
隙間から光び見えることびあります。 















































































































































































































































3 •各部の名称 


(■) 
と消の 


運起ランプ(緑) 


《サポート ヒータ 
運拉ランプ(ホ0 


サポートヒータ 運転 
中は点なします。 


サポートヒータ 運転 
停止中は消なします。 


eco 運輯表示ランプ(緑） 


し、解除すると消のします。 

運転スイッチ 

タイマー表示ランプ(緑） 


•巧す （■) と運転（点乂） 
します。 

-ちラー度巧す（且）と消乂 
します。 

-タイ7—運転中は点のします。 

-タイ7—運転停止中は消なし 
ます。 


( FF タイプ） 


時計•タイマー 


設定室温 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 


午前 

午を 


国••に'幻 E 


タイ 7 - 


〇 eco 


〇運転 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



表示部のさ称と働ぎ 


■運括停止申およびタイマー運活申は節電のため表/示の BS るさ(輝度) 
び落ちます。 


5 K 設定床温表示ランプ（緑） 


床温調節ボタンで設定した床温を表示し 
ます。 

床暖房運転時に点のします。 

左から3個目のランプが'点のしたときは 
適温設定になります。 


時刻表示(緑） 

通常は現在時刻を表示します。 
タイマー運転時はタイ7—它ット 
時刻を表示します。 


( UH - F タイプ） 


設定床温 


時計 


ま） X 印!は OjH - F タイプ)のみが象です。 


設定室温表示（緑） 

室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表示 
します。 

ストーブにトラブルび発生すると、トラフ''ルの 
状態が'記言表示（自己診断モニタ）されます。 


タイ 7- 


設定 


低 


局 


^ 〇 〇 〇 〇 〇 〇)^ 


车前 

、午後 

B 

• 

• 

n n 
LI u 

^ - u 


室温 


L 二 , 


旬 


を運お 


サボートヒーター 


CRYSTAL DIGITAL 


タイ 7— 


DISPLAY 


eco 




チすす 


ツま巧 
イし度〇 
スの-す 
起点ラま 
運とちし 



























































































3 •各部の名称 


自動 


手動乂力調節 
微かル中 大 




入/の 

Op 

e じ 0 


おめ 高め 


V 


這温設; 



床暖 


低 

ル j 

\高 


床温調節 


の入 

サボート ヒーター 


《サポー 


( UH - F タイプ） 


‘ヒータスイツチ 


「入 J にすると運起します。 
「の J にすると停止します。 


サポートヒータの役目 


-サ ポー トヒータは電気ヒータです。 

-春先や秋□などかし肌寒いと感じるくらい 
の季節にストーブを運転しないで巧暖房運 
転びできます。 

•ストーフ ''床暖房+ サボートヒータで 床暖房 
能力をアップできます。 


時ボタン 


■ 時刻表示の「時 J を合わ 
せるときに押します。 


分ボタン 


時刻表示の「分」を台わせるとさに巧します。 
時計調節スイッチの位置により、ボタンを巧 
したとさの進み方が'異なります。 

「時計合せ J …1分進みます。 

「タイマー合せ」…5分進みます。 


( FF タイプ） 


室温設定ボタン 


’义力調節つまみを「自動」にするとルー 
ムサーモによる室温設定〔10〜30で） 
が'7^さます 

‘り氏め」…設定温度を1で下げる 
’「高め」…設定温度を1で上げる 


eco 運転ボタン 


eco (エコ）運転のじツト、解除をする 
ときに巧します。 


タイマー t ットボタン 


タイ7—運転 

運転スイッチ（または、サポートヒータスイッチ）を「入 J にし、タイマーじットボタン 
を巧すことにより、タイマー表示ランプが'点な、時刻表示にタイマーじット時刻が'継続し 
で表示され、タイマー運転び開始されます。 

(タイ7—表示ランプび点なしなければタイマー運転は開始されません。） 

它ット時刻になると、タイ7—表示ランプび消巧し現在時刻び表示されで自動的に運起び 
開始されます。 

タイ7—運転の解除 

タイ7—運転中にちう一度、タイマーじットボタンを押すとタイ7-運起び解除されます。 


义力調節、リ7ミを旧凱に部せると、インバ¬ 
夕-匪となり、 き温と-設定温度の差に応じて、 
自動制こ火加、‘ M します。 


時計-タイ7— 

自動 

ssSis 

悼〇」に分 ij 

(00 


gs ：] 


手動乂力調節 
微かル中大 

•imii.imii.iiiiii- 


入/の 


ほめ言め 

W A 

室温設定 


•はじめでお使いになる前に 

輸送時の傷を防止するために、操作部の表面には保護フイル厶び貼って 
あります。ご使用前に取り除しでください。]-ナー部分にじ口八ンテープ 
を貼り付けで、いっしよにはびすとより簡単に取り除けます。(保護フイ 
ル厶はストーブの設置工事の際に、はびしである場合びあります） 


オープンポクツト内操作部の名称と働き 


■オープンポケットの開閉 

•オープンポケットを軽く巧しこむと、ゆっくり開きます。操作後、軽く押しちどすと□ックしで止まります。 
操作するとき似外は、閱じでご使用ください。 


圓操作音についで 

参操作ボタンを巧すとピッと音びします。 

•誤操作をするとピッ音び2回します。 

■表示部のおるさ調節 

参時計調節スイッチを「通常」に台わせで「時ボタン」を巧しなびら「分ボタン」を巧すことにより、表示部の明るさ 
を調節することびできます。 

(このときピッ音び2回しますび、誤操作ではありません。） 

ま）58印!は （ UH - F タイプ)のみが象です。 


《床暖切換スイッチ 


「ストーブ床暖」運転と「ストーブ単独」運転を 
のり換えます。 


《床温調節ボタン 


温水出□温度を27〜70での豁囲に設定します。 
•「低」…1回巧すたびに設定温度を6で下げる。 
.「高」…1回巧すたびに設定温度を6で上げる。 


時計調節スイッチ 


• 「時計をせ」•••現在時刻を含わせる 
ときに「時計台せ J 位置にします。 

’ 「タイ7—含せ」…タイ7—むット 
時刻を含わせるとき「タイ7-合 
せ J 位置にします。 

• 「通常」…現在時刻やタイ7—じッ 
卜時刻を含わせたら、通常使用中は、 
「通常」に必すちどしでください。 


乂力調節つまみ 


-乂力調節つまみを「微か」〜 
「大 J の間で動かし乂力をリ 
ニアに手動調節します。 

•乂力調節つまみを「自動」に 
合わせる とルームサーモ によ 
る g 動運お（室温設定ボタン 
で室温を設定）びできます。 












































































































































































4 •使用前の準備 


燃料はな油 （ JIS 1 号な油）を必ず使用しでください。 

IA 警告 I ガソリンなど揮発性の高い巧は、絶巧に使用しないでください。义おの原因になります。 

。^^注意1不良な» (変質な油、不純な a ) は絶巧に使用しないで<ださい。 

点义、消义しにくくなったり、燃焼び悪くなってすすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

。^^注意1な巧は必ず义気-雨水-ごみ-高溫および直射曰がを避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれが'あります。 


•変質なミ由、不純なミ由などの不良なミ由が'原因で修理をされたときは、保証期間中でち保証の対象外となります。 
参変質なミ由の処理でお困りの場含は、な油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


な油とガソリンの見分けかた 


r^ 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所で行つでください。） 



巧ミ由は 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 


不良な油（変質な油•不純巧油）とは" 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
巧'油 


0 



長期間曰化に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管したなミ由 


0 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
たの油 


广長期間つ 

心 


I 


か-ごみやな油 
な外のミ由びほん 
のねすかでち混 
入した巧油 



•極度に変質したち 
のは、黄色 D 未びか 
ったり、すっぱい 
においびします。 

参必すな油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

参なミ由はシーズン巧 
に使いさりましよラ。 


■変質な油や不純なミ由などの不良な迪を使用すると、ストーフ''の故障の原因になります。 

•ミ由の程度(こもよりますび、燃焼不良をおこしたり、ス I ブの損傷を早め、故障の原因になります。 

•水やごみび送'油経路に流れこみ、ミ由漏れや燃焼不良-着乂不良の原因になります。 

■変質な油や不純な油などの不良な油を使用したときは… 

•お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


■給がの隐のま順とま意 



ミ由タンク 


給ミ由ポンプ 


給油□ふた 
ストレーナ(内部) 

ミ由量計 

送油パルブ 

かグージ 

水巧きバルブ 

コ''ム製送';由管 


^注意 I 义災のおそれが'あ0ますので、給油は、必ず消义し、义の気のないとこ 
ろで巧つでください。 

•送油バルブを閱じで給油□ふたを外し市販の給ミ由ポンプで給油しでください。 

ミ由量計の針び r 満 J をさしたら給ミ由をやめでください。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取り出しで、かやごみび'たまつでいたら掃除しで 
ください。 

•ストレーナを取りがけで、給ミ由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

参給油の際は、か-ごみなどを入れないよラにミ主意しでください。 

か-ごみなどは燃焼不良や、ストーブ'の寿命低下などの原因になります。 

•給油□ふたは、確実に締めでください。 

•こぼれたロミ由はよくふきとつでください。 


■燃料のれのを意と空気巧ぎの方法 


迪タンクを空にしないよラに注意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。 

このよラな場含はなの順唐で空気あさをしでください。 

1. 送ミ由バルブを閱めミ由タンクに給ミ由します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴ厶製送油管を外します。 

3. 送油バルブを開けゴ厶製送油管からのミ由び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム 
製送ミ由管をちとどおりにストーブに取り巧けます。（なミ由びこぼれないように容器を用 
意しでください。） 



® 〇 〇 
















































4 •使用前の準備 


運較開始前の準備と確認 


■安を装置の它ット、取扱上の注意 



定油面器のじット1 

ネリめで使用するときやシーズン初めには、ス I -ーフ''正面ち下の定ミ由面器リじットレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧しでください。 

♦リたットレバーは据巧け時やシーズンネリめに操作します。定油面器に強い衝撃をちえ 
たり異常びあったときな外は、特に操作する必要はありません。巧一点乂操作後の油 
び出すにモニタサイン E 1または E 2び表示されるような場含はリじットレバーを巧 
し下げでください。（ちを巧び外れ、な油びスムーズに流れます。） 

参リ它ットレバーは乱暴に巧ったり、5秒似上押したままの状態や何回ち押さないでくだ 
さい。定油面器からな油びあふれたりすることびあります。 


■送が経あのが漏れの巧認 

A } 1M \ 油タンク’ゴム製送油管’接を gp ’給油=1ックおよび機器などからな油漏れびないことをおのと 
ご使用ください。な巧が'漏れでいると义災のおそれび'あります。 

春ミ由漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閱じでからお買い求めの販売店または、おおくのコ日 
ナサービス じン ターに ご相談ください。 


■電巧配線の確認 

拉ミ主意 I 電源プラグはコンむントに根元まで確実に差し込んでください。 

参電源コードが'給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

電源プラグ•コードの発熱-発义を巧ぐために… 

参電源は必す適正配線された単相 100 V コンたントを使用しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■点义の要領と注意 ( UH - F タイプ） 


巧暖巧換スイッチの它ット 

ストーブ'単独で運転する場含は「ストーブ単独」に、ストーブぶ暖房運転を巧ラ場台は「ストーブ'床暖」に、床暖切換 
スイッチを它ツトしでください。床暖切換スイッチのじツトは運転開始前に巧つでください。 


•ストーフ''床暖房で運転する場台 


>ストーフ''単独で運転する場台 




温化配管の化漏れのお認 

•ストーブ内部や温水配管接台部からか漏れびないか確認しでください。 

•床暖パネルの温か配管の途中にバルブを取り付けた場含は、必すバルフ'が'開いでいることを確認しでくださし、。 












































































4 •使用前の準備 


運防スイツナを巧ず 


運転ランプ点な 
設定室温表示点な 
燃焼用送風機まわる 


※そ備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

参予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場合びありますび、異常では 
ありません。 


►オープンポケット内の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運転」び設定できます。 
ご希望の運転ち法でご使用ください。 


点义順唐) 

ストーブ'火力調節「自動運括 j の場さ 

参乂力調節つまみを「自動」に含わせでください。設定室温と部屋のが巧に応じ 
た乂力で燃焼します。 

鲁隐計合せは 16ページ 「現在時刻の調節ち法」を参照しで巧ってください。 



FF タイプ J CUH - F タイプ） 



1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーフ''単独」に含ねせでください。 
( ( UH - F タイプ )のみが象です。 ) 

3. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 


• ルミち量流出 
• 巧流用送風機まわる 



ストーブ単独運転 


• 設定室温と部屋の状況に応じた 
乂力になる 


設定床温 
お . 高 

に〇 〇 〇 〇 〇 〇) 

〇サボートヒーター 


時計•タイマー 


午前 

午後 


目：曰日 PP 


設定室温 

で〇運転 


〇タイ 7- 


〇 eco 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



■運括中に巧暖切換スイツチを操作した場さのを意 

•自動的に一旦消乂しで、約10分後に再点乂し、ストーブ'床暖房運転を開始します。 
そのとき、「ジユー」といラ循環液の蒸発音び発をすることびありますび異常ではありません。 
•運輯はそのまま継続します。しばらくしで「ジユー」といラ循環液の蒸発音びしま 
すび異常ではありません。 



5 •使用方法（ほい方) 


運括閱始（点义) 


Y 同時- 


-3 〜 4 分予備燃焼- 


-本燃焼— 


丄自動運転> 


mEB 


















































































5 •使用ち法（使い方) 


ル油量流出 
巧流用送風機まわる 
循環ポンプ作動 


設定室温と部屋の状況に応じた 
乂力になる 
リニアダンパー作動 
床暖温度調節の設定床温になる 
よラに、自動調節される 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



※予備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

•予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場台びありますび、異常ではありません。 


Guh - f タイプ） 


サポートヒータ運起 


参サ ポー トヒータは電気ヒータです。 
床暖房運乾びできます。 



き先や秋□など少し肌寒いと感じるくらいの季節にストーブを運転しないで 

1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内のサボートヒータスイッチを「入」にしでくださし、。 
次のよラに運おします。 


運輯開始（点乂） 


(こ UH - F タイプ） 


ストーブ床暖房運転 



1 . 時刻表示が'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポクット内の床暖切換スイッチを「ストーブ'床暖」に合わせでくださ 
い。 

3. 運乾スイッチを押しで「入」にしでください。 

約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 


• 運転スイッチを巧す 




設定床温 

時計•タイマー 

設定室温 

お. 高 午前 

L/I • 1/ / / /I 

J J 


(0000000) 午後 

m | • |m m | 

1 1 

で 〇運転 

〇サポートヒーター 

〇タイ 7- 〇 eco 



‘運転ランプ点な 
• 設定室温表示点な 
• 設定床温表示ランプ点な 
• 燃焼用送風機まわる 


床暖温度調節の設定床温になる 
ようにサポートヒータ出力び、 
自動的に制御される 


設定床温 
お . 高 

に〇 0 〇 〇 〇 〇) 

〇サポートヒーター 


時計•タイマー 


午前 

午後 


目：曰日 


〇タイ 7- 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


設定室温 

で〇運転 


〇目 C 0 



3〜4分予備燃焼——^本燃焼 
-@動運輯^- 


—同時 



I 同時 J -_- 

人ま動}-©動運転^— 








































































































































































































5 .使用方法（使い方) 


を動運括 j の場さ 


参オープンボケット内の乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間のご希望の位置に 
合わせでください。 

表示部の設定室温表示が'消え、予備燃焼が'終了すると乂力調節つまみの設定乂力 
で燃焼します。ただし、そ備燃焼後、約 2. 5分間は最大乂力になりません。 

•そ備燃焼時に黄色い炎(ホ乂)び混じる場含びありますび、異常ではありません。 


• 設定室温と部屋のがミ兄に応じた 
乂力になる 
-リニアダンパー作動 
• 床暖温度調節の設定床温になる 
よラに、リニアダンパーおよび 


’ルミ由量流出 
• 対流巧送風機まわる 
• 循環ポンプた動 




祝^ 

承入 


义--夕-‘ 



• 運転スイッチを巧す 
■ サボートヒータスイッチを「入 J 
にする 


3 
S 

4 


-運転ランプ点な 
-設定室温表示点な 
-設定床温表示ランプ点な 
-燃焼用送風機まわる 
-サボートヒータ 運転ランプ点な 


1 . 時刻表示び現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ス I -ーフ'床暖」に含ね 
せでください。 

3. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

4. 才ープンポケツト内のサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 
約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 



※予備燃焼後約 2. 5分間、乂力は中乂力になります。 

参予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）び混じる場含びありますび、異常ではあり 
ません。 


サボートヒータ出力び、自動的 
に制御される 
•サポートヒータ運転 


ストーブ'火力調節 n 



自動 

ま動乂力調節 




微少ル中 大 



• 

•11111 い■■■■■■*圓圓||||* 


( 


00 ; 

) 



設定床温 
お . 高 

ぬ〇 ◎ 〇 〇 〇 〇) 

〇サポートヒーター 


時計•タイマー 


午前 

午後 


a： 0 0 PP 


設定室温 

で〇運転 


〇タィマ- 


〇 eco 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 



•運転スイッチを「入 J にしたとき、運転ランプが'点なせずにタイマー表示ランプが'点なする場ちは、タイマー運転 
になりますので、タイマーたットボタンを押しでタイマー運起を解除しでください。 

参燃焼中に運転スイッチを押しで「消乂」にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約 If 少な上通電を止める 
と自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点乂でさません。 


運弦停止（消义) 


0 貨义順唐) 



運起スイッチを押しで「の」にしでください。 

運起ランブび消のします。 

燃焼室び)ち却すると、約10分後に燃焼用送風機、巧流用送風機、 
X 循環ポンプ（ストーブ床暖房運転のみ）び停止し、時刻表示似 
外のすべでのランプび消なします。 


XE 口は CUH - F タイプ)のみ巧象です。 


CDh - f タイプ） 

ストーフ''床暖房-サボートヒータ併用運乾 
•ストーフ'床暖房プラスサポートヒータで床暖房能力をアップできます。 


で予備燃焼- 


-本燃焼 


丄自動運転> 




























































































































































































5 •使用ち法（使い方) 


運転停止（消义) 


fUH - F タイプ） 

I ストーブ'床暖房-サボートヒータ併用運质 



Ojh - f タイプ） 

I サポートヒータ運転 



運乾スイッチ、サポートヒータスイッチを「の」にしでくださし、。 
運転ランプ、サポートヒータ運転ランプが'消なし、サポートヒー 
夕び運転を停止します。燃焼室び冷却すると、約10分後に燃焼 
用送風機、巧流用送風機、循環ポンプが'停止し、時刻表示赵外の 
すべでのランプび消なします。 

サポートヒータスイッチののり忘れにま意しでください。 


サポートヒータスイッチを「切」にしでください。 

サポートヒータ運転ランプ、設定床温表示ランプが'消なし、サボ 
ートヒータ、循環ポンプが'運転を停止します。 


。^ま意 I 2曰が上家をあけるなど長時間使用しない場含は、運乾が'完をに停止しでから電源プラグをコンた 
ントから巧いでください。 

•外出のとさは、必す運転を停止（消乂）しでください。 

•運転かは電源プラグを抜いでの消乂はしないでください。ガラス円筒にすすびついたり、ストーブが過熱しで故障の 
原因になります。 

参運起停止後、燃焼室び;ち却するまでは電源プラグを巧かないでください。ガラス円筒にすすびついたり、ストーブ' 
が'過熱しで故障の原因になります。 


消义後、再点义するとぎの注意 


参燃焼かに誤って電源プラグを抜いたり、運乾スイッチを「の」にすると再点乂安を装置の働きでストーフ'びち却され 
るまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間のな消乂操作（約1秒必内）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 


室温の調節 （ 自動運まが 


スープンボケット内の乂力調節つまみを「自動」に合わせると、ルームサーモによる自動運おとなり、室温を1〇〜30で 
まで設定でさます。 

表示部に設定室温 （22 で）が'表示されますので次のよラに調節しでください。 



•室温設定ボタン「高め」を巧すと1で上びります。（上限30で) 
•室温設定ボタンり氏め」を巧すと1で下びります。（下限10で) 


•室温調節はストーフ''の位置や部屋の大ささなどで、必す 
しち表示部の設定温度とは一致しない場含びあります。 


•自動運転時に微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場台、設定室温より3で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エコ）運乾をおすすめします。 （14 ページ eco (エコ）運乾の項を参照しでください。） 

室温が'設定室温より3で上昇すると消乂し、お部屋の厶ダな暖めすぎをおさえます。 






























































5 .使用方法（使い方) 


ジ^ブ(ま11119節一ま 


室温設定による自動運起の他に、乂力調節つまみによるを動乂力調節が'巧能です。 


/ 

自動' 

• 

- 1 1 -^ 

手動义力調節 
微少ル中 大 

\ 


( 


00 ; 

) 



参オープンボケット内の乂力調節つまみを「微少」〜「大」の間のご 
希望の位置に台わせでください。 

乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


〈床暖房運転時の手動乂力調節についで〉 の H - F タィカ 
隹本ストーフ''の床暖房能力は使用乂力によって変化します。パネ 
ル敦畳数び多い場含乂力調節び低いと床暖パネルび温まらない 
ことびあります。お使いのパネル敷置数をご確認の上、下記の 
表を目安に乂力の調節をしでご使用ください。 


置数 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

乂力 

微少 

ル乂力 

中乂力 

1大乂力1 


■おのが態 

ストーブの据巧けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

参燃焼中の炎に黄色い炎（ホ乂）び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび異常ではありません。 
•細かい(霧状の)水滴やホコリなどを吸気した場合はを体的に淡いオレンジ色になることびありますび異常ではあり 
ません。 


eco (エコ）運稳 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運起ボタンを巧すとご希望の設定室温にのり換わり、たーフ''消乂と eco 
じーフ''運起で厶ダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室温を保ちます。 

また、自動運お時は最大乂力を7 0〜9 0%、手動運乾時は最大乂力を8 0〜9 0%におさえでお部屋を暖めすぎない 
よラに運起します。 



eco 運転ボタンを巧すと 
設定室温び20でにのり換 


最大乂力を70〜90%におさ 
えで室内を暖房します。 


厶夕な暖めすぎをおさえ、 
快適な室温を保ちます。 


室温が'設定室温より約3で上昇すると 
消乂し、設定室温まで下びると再点乂 


わります。 


します。 


※設定室温のネリ期設定は 2 0 でです。設定室温は室温設定ボタンで 1 〇〜 3 0 でに変更できます。 

参室温び 2 0 で未満で 3 0 分必上運転した場含は、最大乂力を 9 0% におさえで運転します。 

参室温び2 0で必上の場含、最大乂力を8 0%におさえで運転します。 

参室温た s '24 でな上で3 0分总上運転した場合、（設定室温を2 2で似上に設定)最大乂力を7 0%におさえで運転します。 


参 eco ( エ〕）運転で t - ブ消乂びくりかえされるとガラス円筒にすすびつくことびあります。 
ときどき eco (エコ）運おを解除し、乂力を中〜大で 1 〜 2 時間燃焼させでください。 


手動運乾時 

※乂力調節つまみび「中」〜「大」のとき eco (エコ）運較をします。 

•室温び 2 0 で总上の場台、最大乂力を 9 0% におさえで運転します。 

•室温び 24 で必上で 3 0 分必上運転した場含、最大乂力を 8 0% におさえで運転します。 


msm 







































































5 •使用ち法（使い方) 


- X 設定床温 

お'^. 高 

60 〇 • 〇 〇 〇 〇) 



1. 特に温度設定しない場台は、自動的に快適7—クの位置（設定床温 
表示ランプの 3 つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 巧温調節ボタンを巧すと次のよラに床温調節でき設定床温表示ラン 
プち移動点なします。 

• 「お」……1回巧すと設定温度を6で下げ、ランプ表示び 
左に移動。 

•「高」……1回押すと設定温度を6で上ば、ランプ表示び 
ちに移動。 

参設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定 
室温または、乂力調節つまみでおこなつでください。カーペットの 
表面が'熱くなりすぎないよラ設定床温には、十分ミ主意しでください。 


eco (エコ）運転; 


leco (エコ）運提方法 




eco 運拓ボタンを巧しでください。 

• eco 運転表示ランプび点なし 、 eco (エコ）運転に入ります。 


leco (エコ）運短の！?お 


再度、 eco 運起ボタンを巧しでください。 

• eco (エコ）運転表示ランプび'消なし、 eco (エコ）運転を解除します。 
• eco ( エ])運較を解除すると eco ( エ])運お前の設定に戻ります。 

参 eco (エコ）運転は一度たットすると記憶されますので、消乂しでち 
解除されません。 

•電源プラヴを巧いたり、停電びあった場合は自動的に解除されます。 


巧暖パネルの湿度調節 


ストーブ'床暖房運転、サポートヒータ運転、ストーブ'床暖房•サポートヒータ併用運転のいずれの場含ち循環液が'設定 
温度になるよラに、自動のに温度調節されます。また、設定床温表示ランプに快適マークびついでいます。快適マーク 
は、床暖パネルのカーペット表面をほぼ 33 〜 34 で（床暖パネル 3 置の場台）に保つ循環液温度を示します。 


快適マ—ク 












































5 .使用方法（使い方) 


現在時刻の調節方法 


時計-タイ7— 


時計 


通常 


タイマ- 


合せせ 



2 . 


3. 


オープンポクット内の時計調節スイッチを「時計含せ」にします。 
はじめで使用するときや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は ： を表示します。 

時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現在時刻を含わせます。 

1回巧すと「時」ボタンは1時間、「分」ボタンは1分進みます。 

必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置にちどした時点から動さ始 
めます。） 


例：午前6時15分に含わせる場含 
①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 


時 C 


〇分 

r 

in 



時計•タイマー 


目：曰日 


③「分」ボタンを押しで"午前6 :1 5" にします。 


時〇 

( 

が 

5 

im 



時計•タイマー 


目： I 弓 


•必ず時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 

参3 0秒必内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻含わせの必要はありません。 
それ似上の停電で時刻表示び 一一 : —— を表示した場合は、時刻合わせを巧っでください。 


タイ7—の使用方法 


■タイ7—たット時刻のさわせ方 

参現巧時刻とタイ7—它ット時刻び設定されでいないと、タイマー運転はできません。 

1. すープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ」にします。 

2. 時計調節の「時」-「分」ボタンを押しでタイマーじット時刻を合わせ 
ます。1回巧すと「時」ボタンは1時間、「分」ボタンは5分進みます。 

3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 



タイ7 — 
^_々イマー 


例：午前6時3 0分に台わせる場合 
①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 0 0"にします。 


時 Cf 


CD 分 

、 r 

fin 



時計•タイマー 


ら：己 [I 


⑤「分」ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 


時 CD 

c 

争分 

r 

IT 

n 


時計•タイマー 


豆 ••日 幻 







































































































































5 •使用ち法（使い方) 


■タイ7—運稳方法 



1. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

(運起中の場ちは運転スイッチを押す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に含わせでください。 

3. X 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に含わせでください。 

(ストーブ床暖房運転の場含） ※酣ま （ UH - F タイプ) のみ巧象です。 

4. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー t ット時刻が'表示され、タイマー表示ランプが'点の 
し、タイ7—運転に入ります。 


OJH - F タイプ） 
サポートヒータ運お 



1. 才ープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンでご希望の設定床温にちわせでください。 

3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び'表示され、タイマー表示ランプが'点な 
し、タイマー運転に入ります。 


gjH - F タイプ） 

I ストーブ'床暖房-サボートヒータ併用運転 



cq 

タイマ 

お 

N 

) 

ット J 

1 




1. 運起スイツチとサポートヒータスイツチを「入」にしでください。 

(運お中の場ちは運處スイツチを巧す必要はありません。） 

2. ご希望の設定室温または、乂力に合わせでください。 

3. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に台わせでください。 

4. タイマーじツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー它ツト時刻が'表示され、タイマー表示ランプが'点巧 
し、タイ7—運おに入ります。 


参外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶巧にしないでください。 

•タイマー運乾は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 

♦タイマー運乾かは節電のためタイマーたット時刻表示の明るさ（輝度）び落ちます。 

参タイマー它ット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻が'表示され続けます。 

参タイマー運乾設定後に停電 （3 Of 少必上)びあった場含や、巧震自動消乂装置び作動した時は、点乂しません。 










































































































5 .使用方法（使い方) 


時計-タイマー 


参時計調節スイッチを「時計含せ」または「タイ 
マー台せ」に合わせます。 

参現在時刻または、タイマーじット時刻び時刻表 
示に表示されます。 


1時計 • 

か 

巧一 


時計 i 

通常 

、タイマ- 


合せ 

冶せ 



■タイマー運乾の解除 


^^ Pi —^ 

タィマド ^下ッ 



•再度、タイマーじットボタンを押しでから運転スイッチおよびサポートヒ 
一タスイッチを「の」にしでください。 

タイマー表示ランプが'消なし、時刻表示に現在時刻び表示されタイマー運 
転び解除されます。 




現在時刻の確認 



•確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位 
置にちどしでください。 


タイマーたット時刻の確認 


ストーブにトラブルび発生するとトラブルのが態び表示部に記岩表示（自己診断モニタ）されます。 

「故障•異常の見分けちと処置ちを」 （25 〜26ページ）をご覧になり、記看表示に台った必要な処置をしでください。 

〈自己診斷モニタ〉 


表示 



原 

因 



解除方法 

表 

示 


原 


因 



解除方法 

E 1 

違 


中 

消 


乂 


P 1 

ポ 

ッ ト 

予 

熱 

不 

足 


E 2 

不 


着 



义 


P 2 

ポ 

ッ ト 

旧 

/血 

度 

お 

下 


E 3 

巧 


震 

作 


動 


P 3 

ポ 

ッ ト 

異 

常 

過 

熱 


E 5 

が 

気 

管抜け 

検巧 

作 

動 


P 4 


不 


消 



乂 

の 

E 6 

ル 

- 

ムサ 

-モ 

断 

線 




( 

消乂時 

間 

び 

長い 

) 


E 7 

過 

熱 

防止 i 

装置 

作 

動 

① 

P 5 

薑 

板 


不 


良 


E 9 

停 





電 


F 1 


熱 

交サ 

- 

モ 

作 

動 


E 8 

疑 


似 

乂 


炎 


F 2 

X 

湯 

温サー 

三 

ス 

夕断 

線 

① 

EA 

燃 

焼 I 

用送風機異锋 

!検 

出 


FC 


湯 

温サー 

三 

ス 

夕短 

絡 


EC 

ル 

- 

厶サ 

-モ 

短 

絡 


HE 

不完を燃焼防止装置検知部異常 


EE 

停 

止 I 

時ポッ I 

卜異律 

;過 

熱 


HC 点滅 

不 

完を燃焼防止装置作動 

⑤ 

E 0 

燃 

内 

サーミ 

スタ 

た 

動 


HH 点滅 

連続不完を燃焼通知機能作動 



HH 点の 

再 

点乂防 

止 

磯 

能作 

動 

④ 


■解除方法 


ミち）※巧は CUH - F タイプ）のみ巧象です。 


①運輯スイッチを一旦「の」にし、再び「入」にしでください。 

③ お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 

⑤直ちに部屋の換気を十分にしで、運転スイッチを一旦「の」にし、再び「入」にしでください。 

④ 解除できません。直ちに部屋の換気を十分にしで、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンター 
に修理を依頼しで < ださい。 

tea 駆! •》 


mm 


•お買い求めの販売店または、おおくの]□ナサービスじンターに連絡しでいただく際は、表示しでしぶ自己診断モニタちお知らせくださし、。 


白己診断モニタについで 


現在時刻-タイ7—它ツト時刻のお認 



計せ 

時を 






























































































5 •使用ち法（使い方) 


使用上の注意 


本書の「特にを意しでいたださたいこと（安をのために必すお守りください)」の他に、次の項目についでちま意しでく 
ださい。 


拉誓告 1 •給排気筒閱そく危険 

給排気筒が'つまったり、ふさびれたままで使用しないでください。ふさがれ 
でいるとさは、除雪しでください。また、板などによる「雪囲い」は給排気 
の巧げになるのでおやめください。 



•ストーフ'の上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにミ主意しでください。 

特にお子さまをストーフ''に近づけないでください。 

•上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使用しないでください。誤って放熱 
器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。また上面ガードは、地震など 
により巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取り外した場合は、必すちとの状 
態に取り付けでおいでください。 

参雷が'発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧が'かかっでち、過電圧防止装置び'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 

•給が気筒トップや排気管は高温です。やけどにミ主意しでください。 

•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 

•ストーブ前面が近は、ふく射熱び強いので、熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。変色や変おし 
たりすることびあります。 

•シーズンオフのよラに長期間使用しないときは、コンたントから電源プラグを抜いでください。 



巧暖房の巧溫調節 


Qjh - f タイプ) 


参設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定室温または乂力調節つまみで巧ってください。 

カーぺットの表面が'熱くなりすぎないよラ設定床温には十分ま意しでください。 

•長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的低い温度 （40 〜6 0で）でち低温やけどや脱水症がの原因になります。 


循環がの凍結夕巧（循環液の注入) 


CUH - F タイプ) 


腐食す防および凍結予防のために必す循環液を入れでください。 

参腐食予防および凍結予防のために循環液は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を 
使用したり混合したりすると製品の寿命が'短くなります。 

•循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 


mEB 






















6 .安全装置 


このストーブには次のよラな安全装置び'ついでいます。 

すべでの安を装置は、異常が'取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運おは停止したままです。 


安を装置 

原因-作動結果 

処置ちま 

巧 震 S 動消乂装置 
い E 三! 表示） 

•強い地震（震度約5な上）や衝撃を 
受けたとさ 

ク 

-自己診断モニタ | f 5 1表示 
•ストーフ''の運転を停止 

• ストーフ'の周迈や給気ホース•排気管の 
夕冬れ、油漏れなどの異常が'ないことを確 
認しでから点乂操作をしでください。 

けす震自動消乂装置は作動後白動的 
に t ットされます。） 


点乂ちを装置 
燃焼制*御装置 

(フレー厶 □ッド） 

^ L こ/表示 - IL こ引表示^ 

\ (途中消乂）（不着乂） ノ 

•点乂 S スをしたとさ 
•途中消乂をしたとさ 
•炎が'異常に小さいとさ 

ク 

-自己診断モニタ1 f ,<1表示または 

1 EE 1表示 

•ストーブ'の運転を停止 

• 油タンクの送油バルフ''が'閱じられでい 
ないか確認しでください。 

• ゴム製送'油管に空気だまりびないか確 
認しでください。 

• 定油面器のちを装置が'作動しでいない 
か確認しでください。 

•お買い求めの販売店または、お近くの 
コ□ナサービスたンターに修理を依頼 
しでください。 


厚電安を装置 

( で11表示•でち1表示 \ 

(30 妙む上）い妙な上^ 

\ \ 3 0ネ少未満ノ / 

•停電したとさ 

•電源プラヴび巧けたとき 

ク 

•通電後自己診断モニタ If 7 1表示ま 
たは If 3 1表示 
•ストーフ''の運転を停止 

• LfJJ の場合、時計などのたットを 
しでから、点乂操作をしでください。 

• U 二弓1の場合、通電後点乂操作をし 
でください。 

•電源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 

(まをサーモスタツト85で） 

(1^71 表示） 

• 巧流用送風機のファンガードやスト 
—ブの全面びふさがつたとき 
•ス1ブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

-自動的に消乂 

-ストーブびち却された後自己診断モ 
二夕 |， G 7 1表示 

• 原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

•処置をしでち繰り返し作動するとき 
は、一旦運転スイッチを押しで「の J 
にし、お買い求めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンターに連絡 
しでください。 

不完を燃焼防止装置 

•ガスたンサー 

(|, ST | 点滅表示） 

連続不完全燃焼通知機能 
( IfSSVl 点滅表示） 

再点乂防止機能 
( l / SSSi 点な表示） 

• 排気び室内に漏れ不完を燃焼防止装 
置び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ1 1点滅表示 

-自動的に消火 

• 不完全燃焼防止装置び連続しで4回 
作動し「連続不完を燃焼通知機能 J 
び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ1 WW 1点滅表示 
-白動的に消乂 

•さらに不完全燃焼防止装置（不完全 
燃焼通知機能）び連続しで3回作動 
し再点乂防止機能び働いたとき 

ク 

-自己診断モニタ1 1点の表示 

-自動的に消火 
-再点乂できません。 

• 部屋の換気を十分にしでください。 

• 排気管が'外れでいないか、他の燃焼機 
器の影響を受けでいないか確認しでく 
ださい。 

部屋の換気を十分にしで、お買い求め 
の販売店またはお近くのコ□ナサービ 
スたンターに連絡しでください。 


























































•その化の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ちま 

再点乂安を装置 

•消乂直後、再点乂操作したと含 

ク 

-約2分間の)ち却後でないと点乂動作 
に入らない 

• ス1-ーフ'がちえでから運輯を巧つでく 
ださい。 

排気管抜け検知装置 
( ts 表示） 

• 排気管の接続部び'外れたとき 
• 排気管抜け検知用リ ー ド線び夕'^れた 
り、斷線したとき 

ク 

• S 己診断モニタ | f 5 1表示 
•ス1-ーブの運おを停止 

• 給が気筒およびが気管の接続部に、 
外れ-ゆるみびないか確認しでくだ 
さい。 

• 排気管巧け検知用リード線のゆるみ 
または、夕1れ*のれびないか確認し 
でください。 

飘プ^^^^^ 

^ 1脇割ちけ獻脚リ-ド線1 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
(\EH 表示） 

• 回転数び'異常に低下したとさ 

ク 

-自己診斬モニタ Iffl 1表示 
•ス1-ーブの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くの 
コ□ナサービスじンターにご相談くだ 
さい。 

過電流防止装置 
(表示部を消な） 

•巧部配線のショートにより過電流び 
流れたとき 

ク 

•電流ヒューズびのれ、すべでの運輯 
を停止 

•お買いずめの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスたンターに修理を依 
頼しでください。 

循環か過昇防止装置 
(，こ/表示） 

•循環液が'減少したとき 
• 循環液が'循環しないとさ 

ク 

-自己診断モニタ |f / 1表示 
•ス1 ブの運転を停止 

• 循環液の量を確認する等により循環か 
過昇原因を取り除いで < ださい。 
•お買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービスじンターに修理を依頼 
しでください。 

サポートヒータ過熱 
防止装置 

•循環液び'減少したとき 
• 循環液が'循環しないと香 

ク 

-サボートヒータへの通電を停止 
(温度び下びると白動的に通電を再開） 

•運較を一旦停止しで、曰常の点検* 
手入れ-循環液の補給 （2 4ページ） 
をしでください。 

•お買い求めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービスたンターに修理を依頼 
しでください。 

機内サ ー* S スタ 
(lEO 表示） 

• 巧流用送風機び異常停止したとき 
•巧流用送風機のファンガードやスト 
—ブの前面びふさがつたとき 
• ス1ブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

-自己診觀モニタ IfO 1表示 
•ス1 ブの運乾を停止 

• 巧流用送風機のフアンガードの掃除* 

ス1-ーフ''前面の障害物を取り除いでく 
ださい。 

•お買い求めの販売店または、お近くの 
コ□ナサービスたンターに修理を依頼 
しでください。 


ま）※巧は ( pH - F タイプ）のみ巧象です。 







































8 •曰常の点巧-寺入れ 


点檢、寺入れのと含の注意 


点検-手入れは消乂後、ストーフ'が十分;ちえでから必ず電源プラグをコン t ントから巧いで巧つでください。 


A }^ M \ •が P 章’®} i したら、使用しないで<ださい。不完をな修 S はち険です。 

参定期の (2 年に1回程啟に点検•整備を到ブでください。点検を到ブすじ長期間使用し続けると、故障や事故の原因じなり危険です。 


点檢、ま入れの必要項§、時期、方法 


■周囲の巧燃物（使巧ごと） 

陵注意 I カーテンや燃えやずいちのを近づけないでください。义災び発生ずるおそれびおります。 

■ほこり（使用ごと） 

•ストーブにほこりび巧いたが態で運転をしないでください。 

•ス I -ーフ'外観のほこりやミ号れは乾いたやわらかい巧などできれいにふきとつでください。シンナー-アルコール•ベ 
ンジンなどは使用しないでください。変色します。 

■ミ由漏れ-ミ由のたまり-ミ由のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクに油漏れ-油のたまりや油のにじみび'ないか、点検しでください。 

また、給ミ由の際にこぼれたな油は、よくふきとつでください。 

参油漏れび'ある場含は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点巧-交換の目安（シ-ズンの！！]め） 

12^ミ主意 I a タンクやゴム製送油管•接舍部•給油]ツクおよびストーブなどからのな油漏れびないことをお認の上ご使用くださし、。 

•ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されていまず。 

参ゴム製送油管は、経年変化しまずので、まで少し巧げ、ひび割れびないか点おし、ひび割れびあるとき 
は交換しでください。交換の目まは、3¢に1度です。交換はお買い求めの販売店または、お近くのコ 
□ナサービスじンターに依巧しでください。 


■ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•ミ由タンク内にかやごみが'たまっでいないか点検しでください。 

ミ由タンク内のか巧きおよび掃除は、油タンク付属の取巧説明書に従って巧っでください。 

■給が気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 

陵警告 I 給が気筒(管-ホース)びがれたまま使用しないでください。がれでいると運活かにがガスび漏れで、 
危険です。 

松警告 I 積雪びをいときには、給妍気筒トップの周りび雪でふさがれでいないことをお認しでください。 

•除雪は、給排気筒トップの周囲を常に3 0 cm 似上あけで、風びよどまないよラにしでください。 
•積雪や屋根から落ちた雪により、給排気筒トップが'ふさが'れると燃焼不良の原因になります。閱そく 
すると運転かにがガスび室内に漏れで、危険です。 

•給排気筒トップおよびトッブ周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場合は、移動しでください。 

■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点巧 （1 シ-ズン1〜2回） 

•給排気筒が'つまると不完を燃焼をおこします。 

シーズンネリめには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入ったりしでい 
るとさは、必す掃除しでください。 

•給排気筒および、排気筒の接続部が'外れたり、排気管抜け検巧リード線び外 
れたり、断線しでいないか点検しでください。 

•給排気筒を一度取り外しで、再び取りがけるとさ、排気管の接続部内部には 
めこんである0リンク'び'破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場含は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに交換を依頼しでください。 



メスオスエルボ 

ス I ーブ接続側 



0リング 


( P 40 4種 D ) 























8 •曰常の点檢•手入れ 


■給 巧ホース • が巧管の点検 （シ-ズンのネリめ、適時） 

参給気ホース-排気管の接続部び外れでいないか点検しでください。 

•給気ホースび排気管にあたっでいないか点検しでください。 

■結露化の処理（適時） （ お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依頼しでください。) 

参給排気筒トップより結露かびたれることびありますび異常ではありません。 

参排気管に結露かが'たまった場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼しでください。 

■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

(お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。） 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

かやごみびたまるとのミ由の流れを妨げで、十分な乂力び出なくなる場合やの油び漏れるおそれびあります。 

1シーズンに1〜2回（シーズン初めなど）は、お買い求めの販売店またはコ□ナサービスじンターに掃除•点検を 
依頼しでください。 

■巧流用送風機のファンガードの掃除（週に 1 回な上） 

参ファンガードびごみやほこりで目ブまりすると送風力び弱くなり排気温度び上昇 
する原因になります。〔過熱防止装置（安全サーモスタット）または機内サー S 
スタの働きで運起び停止する場合びあります。）次のよラにストーブ裏面のファ 
ンガードの掃除をおこなっでください。 

1. 運起を停止し、巧流用送風機が'止まっていることを確認しでください。 

2. 掃除機などでファンガードについたほこりを吸い取っでください。 

ファン万ード 

■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

掃おは、ストーブを消义させ十分冷却しでから巧っでく 
ださい。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれが'あります。 

参反射板およびガラス円筒にほこりびたまると反射効率び悪くなるばか 
りでなく危険です。 

次のよラにほこりを取り除いでください。 

1 . 前面ガードをち側の固定ばね (2 個)から外し左側にまわしでくださし、。 

2. ガラス円筒を割らないよラにミ主意しで掃除機などで反射板およびガ 
ラス円筒のほこりをきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで反射板およびガラス円筒をきれいにふいでください。 

4. 掃除が'終わったら、ちとどおりに取り付けでください。 

I 参前面ガードは、確実に取り付けでください。 ) 


■ガラス円筒巧部の掃除 （適時） r お買い求めの販売店または、お近くの]□ナサ-ビス tZ ンタ-じ依頼しでくださし、。^ 

参長期間の使用やミ由だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒びすすけることびあります。 

ガラス円筒が'すすけで炎が'見えにくくなつたときは、しばらくの間(約30分間)乂力を大きくすることにより、すすを 
除去することびできます。 

それでちすすを除去できない場台は、お買い求めの販売店または、コ□ナサービスじンターに依頼しでください。 




参ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃をちえないよラにミ主意しでください。 
































8 •曰常の点檢•手入れ 


■循環液の補給 (適時） ( UH - F タイプ) 



シスターンタンク内の循環液は、少しすつ蒸発します。 

とさどさか位を確認しで循環液が'不足しでいる場をは、規定水位まで床暖 
房専用補巧液を補給しで < ださい。 

参給水□扉を開さ、床暖房専用補巧液を給水□扉に表示の上限水位まで補 
給しで < ださい。 

循環液は「上限 J が上補給しないで<ださい。 

使用かに循環液びあふれることびあります。 


•コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ•床暖パネル-配管部品など) 
の防鐘効果を目的に作られた循環液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調合しでありますので、試運較時に 
はこのままストーブに入れでください。 

•他な銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用したり、混合したりすると防鐘効果が'発揮されず機器の耐义 
性びそこなわれたり、粘度びあわすポンプの性能び十分発揮されすに沸騰しでしまラことびあります。 

•循環液は、常温では引乂しませんび、如熱されたストーブの上などにかかると着乂することびありますので取り扱 
いには十分ま意しで < ださい。 

•循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 

•循環液の凍結温度は、 一20 でに調合されでいます。 


■温化配管の点検-交換の目巧 （シ-ズンのネリめ、適時） C UH-F タィス 

•ストーブ内部や温水配管接続部分から水漏れが'ないことを確認しでください。 

参パックチューブは経年変化しますのでをで少し巧げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるときは交換しでくだ 
さい。交換の目安は3年に1度です。 

交換はお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依頼しでください。 

■地震などの災害び発生したとまの点巧について 

•地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったとさは、運起前に必す次の点検を巧ってください。 

-給排気筒周りの外れ、漏れの確認 -機器の損傷点検 

-の油配管からの漏れの確認 

参点検で異常び見つかった場台は、お買い求めの販売店または、おおくの〕□ナサービスじンターに修理を依頼しでくださし、。 


9.定巧点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスじンターまたは修理資格者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) で 
おこなラ技術管理講習含修了者（石ミ由機器技術管理±)など）のいる店にご相談ください。 


愛情点検 

1長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 1 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由漏れびする。 

参強い臭いびする。 

参運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必すお買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービスじ 
ンター(こご連絡ください。点検•修理につ 
いでのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店または、おおくのコ□ナサービス 
t ンターにご相談ください。 


m^m 


















































10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するときやシーズンの初めに煙やにおいびでる。 

耐熱莖料やほこりび'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしで < ださい。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J や「カンカン」といラ 
音びする。 

本イ本内部が'熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時にボンと音が'する。 

点乂するときに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ乂）が'混じる。 

異常ではありません。 


■使用中に異常びあったら次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないとさや処置のむすかしいときはお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス 

※巧部の現象*原因は の円韦夕不ラ） のみが象です。 


現象 

原因 

E 1 

i 

巧 

消 

乂 

E 2 

烏 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

冠 

震 

作 

動 

E 5 

fFi 

動気 

管 

抜 

け 

挺 

^知 

E 7 

熱電 

防 

止 

装 

置 

作 

動ン 

E 9 

i ? 

電 

E 8 

疑 

似 

乂 

炎 

EO 

補 

動内 
サ 

丄 

ミ 

、夕 

F 1 

i 

交 

サ 

I 

モ 

作 

動 

HE 

勤 

直兀 

検全 
知燃 
部焼 
異防 
常止 

HC 

点滅 

直： 7 T ： 

作全 
動燃 
焼 
防 
止 

HH 

点滅 

知続 
機不 
能完 
作全 
動燃 
焼 

HH 

点な 

品 

動点 
乂 
防 
it 
機 
宫 g 

電源プラヴをコンじントに差し込んでいない 














強い地震びあった。または、ストーブに衝撃を 
ちえた 



• 











送ミ由バルフ'力 s ' 閉まっている 

• 

参 












定ミ由面器の安を装置が'作動しでいる 

参 

♦ 












コ''ム製送';由管に空気だまりびある 

参 

参 












コ''ム製送';由管び折れでいで、な油び流れにくい 

• 

参 












定ミ由面器に水、ごみびはいっでいる 

参 

参 












給排気筒の設置び冨準通りでない。排気管び長すぎる 














巧流用送風機のフアンガード(こほこりびたまった 





• 



参 






給排気筒の工事び不適当のため排気ガスを吸いこんでいる 

参 













燃焼リンク'が'変おしでいる 














給排気筒トップの先端びおおわれでいる 

• 













ミ由漏れびある 














給排気筒接続部び外れでいる。 

排気管抜け検知用 IJ ー ド線端寺接続部びゆるんでいる 




• 










フレーム□ッドにすすび多量(こ付着した 

• 






• 







循環ポンプび故障しでいる X 









• 





循環液び不足しでいる X 









• 





温水配管びつぶれでいる。温水ジョイントのコックび閉じでいる※ 









• 





長時間停電びあった （30 秒]^上） 





参 









停電びあった （1 妙が上30秒未満） 






• 








不完を燃焼防止装置び故障しでいる 










参 




室内に排気力'スび漏れた 











参 

参 

参 



















































10. 巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

炎の一部び揺らぐ。青炎の中に黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続のに白煙び出る。 

外気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び凝結し 
で水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な油ぎれの際に一瞬炎が'大きくなつで消乂する。 

異常ではありません。 

タイマー運お中に表示部の表示び暗い。 

待機時の節電のためです。異常ではありません。 

「カチカチ J 音びする。 

電磁ポンプの運乾音で異常ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

な油中の成分びガラス円筒に巧着するためです。異常ではありません。 

ストーブ本体からかび蒸発する「ジュッ J という音びする。 

結露水び熱交換器内部で蒸発する為です。異常ではありません。 


争なのような臟のとき I がま用を仙し、;1タンクの励 A ルブをも化でもでめの販売店または、む fi くの]日ナサ-ビス t ンタ-にご離くださし、。 


現 象 

症 が 

点乂時-燃焼時-消乂時に「ボーン」といラ大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパツキンび飛散しでいるおそれびあります。 

黒煙を出しで燃えでいる。 

燃焼び'異常になつでいます。 

置台にの油が'漏れでいる。 

ゴム製送油配管の締付バンドが'締まつでいない。 


たンターにご連絡ください。 


★設定室温表示に自己診断モニタび表示されます。 


お 

黒 

ガ 


な 

爆 

電 

あ床 

沸 

振 


び 

煙 

つ 

を 

ミ由 

発 

源 

た暖 

と 

動 


大 

を 

ス 

た 

の 

的 

び 

たパ 

ラ 

び 


含 

出 

円 

で 

に 

な 

入 

まネ 


大 


< 

な 

し 

で 

筒 

び 

で 

燃 

お 

い 

燃 

焼 

ら 

な 

らル 

なび 

易、 

す 

善 

い 

処置ちま 

ら 

燃 

す 

乏 

び 

を 

い 

い 

る 



な 

ス 

す 

る 

す 

す 






い 

る 

け 


る 

る 








る 















参 




コン t ントを確実に差し込む 











ス1-ーブの周のや給気ホース-排気管の外れ、油漏れなどの異常びないこ 
とを確認しでから点乂操作をする 











送;'由バルブを開く 











定ミ由面器 IJ たットレバーを左ち向まで押す 

• 










燃料切れのを意と空気抜さのちを （8 ページ）を参照しで空気抜さをする 

• 










コ''厶製送ミ由管の折れを直す 

• 










お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 


参 

参 








お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











ファンガードのほこりを掃除機などで掃除する 


• 

参 

• 


• 





お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 


• 

• 

• 







お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 


参 

• 

参 







おおっているちのを取り除く 





• 






お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 











お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼する 








• 

参 

参 

お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理を依頼する 








• 



規定水位まで補巧液を入れる 








• 

参 

• 

温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開く 











設定室温、時刻などをじットしでから点乂操作をする 











リじットしでから再度点乂操作をする 











お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスたンターに修理を依頼する 











直ちに部屋の換気をする 

「不完全燃焼防止装置」 （2 0 ページ）の内容を点検する 


msm 




















































•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのを意 

不完全な修理、調整は盾巧ですので、部品の交換、調碧が'必要の場をには、お買い求め 
の販売店または、おおくのコロナサービスたンターちしくは修理資格含〔(お)曰本石油燃焼機器 
保守偏含で巧ラ技術管理講習含修3者 (5 泣機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談くだ 
さい。 

部品交換は ご！□ナ純正宜 B 品と ご指定 < ださい。 

•コ□ナ純正でない部品を使用の場合には、本体の機能が'損なわれたり、事故や故障の原因となります。また保証 
期間内であっても本体の保証び受けられません。 


消耗•劣化しやすい部品（交換が'必要な部品) 


項 目 

内 容 

使用期間によ0交換が'必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リング•スケルトン 
フレーム□ッド-点乂ネット-ガラス円筒-各種パッキン 
排気管接続用0リング （ P 40 4種 D ) 

環境により劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ガスむンサー-ゴ厶製送油管 
巧流用送風機 

変質-不純な油の使用により劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器-フレーム□ッド 


12 .保管 (長巧間使用しない場さ) 


シーズン終了時などの長期間使用しないときは、曰常の点検•手入れの項 （22 〜24ぺージ) 
を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

么注意]長期間使用しないときは、電源プラグを巧いでください。 


2•油タンクの送油バルフ''を閱じでください。 

3•フアンガードの掃陈をしでください。 (2 3ぺージ参照） 

4•本你のごみやほこりを取つでください。 

参掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5•本你をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

6•ストーブは据がけたまま保管しでください 

•ストーブ内の僱環液を巧いで保管する場含は、エアー抜きバルブを開いでおき、エアーおきバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 CUH-F タイブ) 

•床暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで補給しでおいでください。 gjH - F タイプ: ) 

•どラしでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいくださし、。 
参次シーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスたンターに依頼しでく 
ださい。 


















※巧はの H - F タイズ)のみ巧象です。 


型式の 呼び 

UH - F 7012 PR 婚本型式 UH - F 7010 PR ) 

FF -6812 PR (畐本型す FF -6810 PR ) 

種 類 

ポット 式-強制給排気形-強制対流お- X 床暖房用 

点乂 方式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

燃 

焼 状 態 

た n 巧 :至に 

最大 

〇〇ツノけ/ ~? Qn \ /卜>、 

最小 

〇 OC レ \ A / /n つ001 / h 、 

最大 

ゾ ^ ^^ 

最小 

_ ^ ^^ 

燃料消費量 

1 木 暖房 運転 

ストーブ巧独運転 

な n 巧 ミ巧に 

o.UoKVv V U . f oU し/ M / 

7.90 kW (0.768 L / h ) 

〇〇 QOO レ I /K 

^•^OKVv vU .^^ UL / n ； 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

Q 1 cn レ 1 /In 

^ ^^ 

7.90 kW (0.768 L / h ) 

_ ^ ^^ 

_ ^^ 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

_ ^ ^^ 

発熱量 

床暖房 連 転 

ストーブ単独運転 

な n 巧 rp 三ま に 

^ o / o y u K j / n 

28,450 kJ/h 

QO 0 0/ 

o / 1 o u KJ / n 

8 J 50 kJ/h 

QQ 0 0/ 

28,450 kJ/h 

_ ^ ^^ 

^ ^^ 

8,150 kJ ル 

_ ^ ^^ 

熱効率 

ホ 暖房 連 転 

ストーブ単独運転 

むり•り/ 0 

86.0% 

00.0 /o 

78.2% 

^ ^^ 

86.00/〇 

78.2% 

暖房出力 

床暖房 運転 

6.95 

kW 

循環水量 150 L/h 
(1 回路時） 

1.90 

kW 

循環か量100 L/h 
(1 回路時 -2 ◎路時） 

/ 

/ 

循環水量 180 L/h 
に◎路時)側売亂麵 

ストーブ巧独運転 

6.80 kW 

1.77 kW 

6.80 kW 

1.77 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 
1.51 kW 

循環水量 150 L / h (1 回路時） 


循環水量 180 L / h に◎路時）側売品使用〕 

サポートヒータ出力（サポートヒータ運お） 

0.500 kW 循環水量100 L/h 

^--- 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造29.5が(18置)までコンクリート 41. 5がに5置)まで 

^--- 

寒冷地 

木造 29.5 が (18 置)までコンクリート 48.0 がに9置)まで 

^--- 

ストーブ 
単独運転 

温暖地 

木造 29.5 が (18 置)までコンクリート39.日がに4置)まで 

木造29.日が (18 置)までコンクリート 39.5 fTf (24 置)まで 

寒ち地 

木造 29.5 が (18 置)までコンクリート 46.0 がに8置)まで 

木造 29.5 が (18 置)までコンクリート 46.0 fTf (28 置)まで 

あ 体 水 容量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

-- — 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

^--- 

外形 寸法 

高さ 615 mm 幅748關奥巧 368 mm (置台を含む） 

質 量 

34 kg 

28 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定 格 

消費電力 

床暖房 運転 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 53/58 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発を） 


ストーブ単独運転 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時 30/28 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発を） 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時 31/30 W 
最大 600/600 W (点乂初期に短時間発生） 

サポートヒータ運転 

最大運転時 625/625 W 

^ - ^一 - ^ 

待機 時 消費 電力 

2.8 W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房 運転 

4.5 〜1 6.5 rTf (3 置〜10置）（最大燃焼時） 

^-- 

サポートヒータ運転 

4.5 m 2(3 置） 

_ 

温水 配管 接続 □ 

外径0 8 mm ニップル 

^-- - 

給が気筒の型式の呼び 

QU 4-4 

給が気筒の呼び径 

D 40 

給が気筒の壁貨通部の孔径 

c /)75 nn 

排気温度 

床暖房 運転 

260でじ(下 

一 --- 

ストーブ単独運転 

260でじ(下 

260でじ (下 

電流 ヒューズ 

5 A •10 A 

安を 装置 

巧 震 白動消乂装置-点乂安を装置-燃焼制御装置-不完全燃焼防止装置-停電安を装置-過熱防止装置 

その他の 装置 

再点乂安を装置-排気管抜け検知装置-過電流防止装置-燃焼用送風機異常検出装置 
機内サーミスタ- X サポートヒータ過熱防止装置- X 循環水過昇防止装置 

付属品 

置台 1 個- X パックチューブ 2.5 m • X ホースバンド 2 個-本体固定を具 2 個-給排気筒じット 1 組 
スリーブ 1 個-遮熱板 1 個-コ''ム製送油管締付バンド 2 個-取扱説明書-工事説明書-所有者票 


備考）-標準適室は、一般社団法人-曰本ガス石'油機器工業含の賣定薑準によります。 


































































13 •仕 


プリント配線板端さ配置图 


i □巧* I 一一 I I 

^ □ FM パルス サ^巧 

I I I ポツトサーミスタ 
I I I 吸引ポンプ 
: n 電磁ポンプ 
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14•アフターサービス 


■保証についで 


•このコ□ナ密閱式石ミ由ス I ブには保証書びついでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、大切に保管しでください。 
•保証期間はお買いあげ曰から1年間です。 

参次のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでミ主意しでください。 
-変質のミ由や不純の油などの不良のミ由、またのミ由な外の燃料使用による故障や事故。 

-誤った使用方法による故障や事故。 


■修理を依頼されるとき 


• 「故障-異常の見分けちと処置ちま」 （2 5〜26ぺージ)の項にがっでお調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラヴを巧いでから、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにご連絡ください。 
参ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名③型式の呼び⑤お買いあげ曰④故障状巧(できるだけ具体的に）⑥ご住所•ご氏名•お電話番岩 
•品名、型式の呼びは取扱説明書(保証書)をごらんください。 

•修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間かであれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにお問い含わ 
せください。 


■保証期間が'過ぎでいるときは 

•お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにご相談ください。修理によって使用でさる製品 
についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石油ストーブ'の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造むちのり後7年です。 


□ 


操が部 

□ 

青白 

(5 蛮〔 

夕操作部 

え □ 
青白 


ヒュ—ズ1 


(6 本) 


''パ I 操た部 

□口 

.灰灰 I 青白 
- 本) 


□ 






































15 •おがけ•移設 


おがけ-移設工事は販売店に依頼する 


据巧けや移設工事は販売店または、据巧業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


お付け場所の選定及び標準おがけ例 


据巧けについでは、乂災そ防条例、電気設備に関する技術薑準など法书の薑準びあります。工事説明書の「特にま意し 
でいたださたいこと（安をのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または据巧業者とよくご相談しでく 
ださい。また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 

■標準おがけ例 

ストーブ'の据付けは下図を満足させる位置に取りつけでください。 

参遮熱板を取りがけない場含は、 A 寸法を 30 cm 必上にしでください。 

参点検-手入れのため、 B プまを 30 cm 似上にしでください。 



※上図では可燃物までの離隔距離を示しでいますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場合も上図離隔距離をとつでください。 


参テレビやラジオから1 m 赵上離しでください。 

•側ち障害物は、両側にあつでちよいが'給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm 赵上とつでください。 

•前ちにおや建物びある場含は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm 似上離し、かつ上ちおよび両側ちに気流を 
阻止する障害物び'ないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさびるおそ 
れのない高さを確保しで < ださい。 

•雪の多い地ちでは、最高積雪面より 50 cm な上離れる場所に、給が気筒を取り巧けでください。 

参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通すとさは、 
それらのを属部に接しないよラに電気の絶縁をしでください。 

参壁に巧をあける場含、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


給排気筒を延長する場さの注意 


•給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧びり必下で取り巧けられる場所を選定しでください。 


積雪化区におけるを意 


•給排気筒トップび雪でふさびれない場所に設置しでください。落雪により給が気筒トップびふさがれたり破損する 
おそれのある場所には設置しないでください。 

また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで異常燃焼を起こすことびあります。 


おがけ後の巧認 


据巧けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にま意しでいたださたいこと（安をのために必すお守りくださ 
い)」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるかどラかを確認しでください。 
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15 •据なけ•移設 


試運弦 


試運転は販売店または据巧業者とご一緒に必す巧ってください。 

■運転準備 

拉ミ主意 I 電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し化んで<ださい。 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 （8 ページ） 

•送油経路やストーブより油漏れびないか確認しでください。 

♦配管途中にバルブなどびある場合には、を開にしでください。 

♦定ミ由面器をじットしでください。 （9 ページ） 

•シスターンタンク内に循環液がないときは、循環ポンプを運乾させないでください。が障の原因になります。 


■循環液の給が方法 ( UH - F タイプ） 

1 . 給水前にエアー巧きバルフ''がを開になつでいることを確認 
しでください。 

(工場出荷時にはを開になつでいます。） 


2. 両方の温水ジョイントのコックを「開」にしでくださし、。 


参配管途中にバルフがある場台は、バルブをま開にしでくだ 
さい。 

•か漏れびあった場含は、循環ポンプを停止させでください。 
床暖切換スイッチを「ストーブ'単独」にのり換えることに 
より停止させることびできます。 


3. シスターンタンクの上限水位まで循環液を入れでください。 


4. 操作部の巧暖の換スイッチを「ストーブ'床暖」にをわせで 
ください。 


5. 操作部の床温調節ボタン「高」「お」を5秒間巧し続けで 
ください。 

参循環ポンプび運起を開始します。 

•表示部の設定床温表示ランプが'点滅します。 

6. シスターンタンクの水位び下びるので上限か位まで循環液 
を給水しで < ださい。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまで給水を続 
けで < ださい。） 



















































































15 •据がけ•移設 


7. シスターンタンクのか位び下びらなくなったらエアー抜きバ 
ルブを必す「閱」にしでください。 

8. 温か配管路にか漏れのないことを確認しで<ださい。 

9. か漏れのないことを確認したら給がは完了です。 

参操作部の床温調節ボタン「高」「お」を同時に巧しでください。 

循環ポンプび停止します。 

•表示部の設定床温表示が'消のします。 


■運括 X ED は （UH-F タイプ) のみ巧象です。 




XI . 床暖の換スイッチを「ストーブ'床暖」にじットしでください。 

2. 運乾スイッチを押しで「入」にしでください。 

•約3〜4分間のそ備燃焼が'終わると本燃焼になります。 

X 3. 温か配管経路にか漏れのないことを確認しでください。 


※•運起の途中で温水配管経路に水漏れ力 s ' あった場合 

① 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ'単独」にのり換えで循環ポンプを停止させでください。 

② 運転スイッチを押しで「の」にしでストーブ'の運較を停止しでください。 



4. 異常が'なければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定 
しでください。 

•燃焼中の炎に黄色い炎（巧乂）が'混じったり、かたよったり、 
上下変動することびありますび、異常ではありません。 

X 5. 床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

•正常運転の目安としで「故障•異常の見分けちと処置ち法」 
(2 5〜26ページ）のよラな現象のないことを確認しでくだ 
さい。 


■消义のま順 ※印!は （UH-F タイプ) のみ巧象です。 



•運転スイッチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室が')ち却すると約 10 分後に燃焼用送風機、巧流用送風機、 X 循環 
ポンプび停止します。 


•巧聞!!— 

•長期間の保管後、再び設置する場含ち「試運乾」の手順に従い、試運転を巧ってください。 


陵ま意 I ネリめてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塞料などび焼きがくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を巧 
つでください。また、小鳥やル動物などに影響する場台び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 

参お部屋の窓を少し開け、半曰から1曰程度「大乂力」運おをしでください。 


















































































MEMO 


お客様ご巧談窓口 


TEL (048) 巨己]一1722(代表) 
TEL (029)241-21 72(代表) 
TEl _(029)839 —已32已(代表) 
TE し (028) 巨32—己] 〇已(代表) 
TEL (0276)38 —曰已71 ( 代表) 
TEL (027)36] -4 呂〇曰(代表) 


福岡市博多区東比恵 2-2-40 〒81 2-0007 

:!ヒ九州市ル倉化区愛若 2-6-4 〒803 -0828 

長崎県西彼许郡時津町左底郷お田 74- 1〒8日1 -2 10巨 
熊本市東区尾ノ上1-] 1-12 〒 862-09 13 

大分市王佐 1-19-7 〒 870-0108 

宜崎市霧島 3-59-2 干880 -0032 

鹿お島市田上 7- 1 6-5 干 890-0034 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 〒81 2-0007 


TEL (092)474 -己 77] (代表） 
TEL (093) 己 92—86] 1(代表） 
TEL (09 己)882— 77] 0(代表） 
TEL (096)367— 73巨1 ( 代表） 
TE 1_(097) 己23—已]曰1(代表） 
TEL (098 已 )29 — 1680(代表） 
TEL (099)281-1321 (代表） 
TEL の 92)474-600] (代表） 


FAX の 92)474 -己77己 
FAX の 93) 已 92-8666 
FAX (09 己)呂82—77巨7 
FAX (096)369-6323 
FAX (097)523-5162 
FAX (098 已 )2 己一068巳 
FAX (099)281-]2 已2 
FAX (092)474-6414 


名ち屋市熱田区桜田町1日-11 
岐阜市六条南 2-7-8 
静岡市駿巧区高松 2-1 日-30 
沼津市西椎路888-] 

津市高茶屋 3-29-38 
名ち屋市熱田区桜田町1目-11 


干4己 6-0004 
〒已〇 0-83 己8 
干 422-8034 
干 4] 0-0303 
〒己] 4-08] 9 
干4己曰-0004 


TEL (0 已 2)746 —6巨00(代表） 
TE 1_(0 已呂 )268 —7已已己(代表） 
TEU 0 已 4)238 —000己(代表） 
TEL (0 曰己)968—6210(代表） 
TEU 0 己 9)234-847] (代表） 
TEL (0 已 2)74 巨一日巨03(代表） 


FAX (0 己 2)8 呂4一 6已已] 
FAX (0 已呂 )2 日8—7已已〇 
FAX の己 4)238-0006 
FAX (055)968—6212 
FAX の已 9)234-8472 
FAX (0 己 2)884 —6己己4 


吹田市南金田1 -8-47 干日日 4-0044 

彥根市正法寺町南出78 〒日 22-0024 

京都市伏見区竹田段り I 原町2 ]] 〒61 2-8414 

福知山市荒ミ可東町68 干 620-0061 

ネ申戸市西区枝吉日-132 〒6己 1-2 133 

高松市今里町1 -8-5 〒 760-0078 

松山市西垣生町780 -3 干79 ] -8044 

吹田市南金田1 -8-47 干日日 4-0044 


TEL (0 巨)6380 -2 ]] 1(代表） 
TEL (0749)24-6239( 代表） 
TEL (07 己) 643-2002( 代表） 
TEL (0773)22— 0吕27(代表） 
TEU 078)922-2431( 代表） 
TEL (087)83 己一] 71 ] (代表） 
TE 1_(089)96 呂一73已1 ( 代表） 
TEI _(0 巨)638巨一已670(代表） 


FAX (06)6386-72 巨2 
FAX (0749)26-21 16 
FAX (07 已 )643-0870 
FAX (0773)23-7 已92 
FAX の 78)922-2438 
FAX (087) 呂3己一01日0 
FAX (089)96 呂一73己3 
FAX (0 白)曰386—己已88 


干11 4-0003 TEL (03)3927 -1151(代表) 
干1 90-001 1 TEL (042) 巳19一已271(代表) 

干 270-2222 TEL (047)3 1 2-8330( 代表) 
干24己-0063 TEL (04 曰)8己2—4008(代表) 
f 409-3866 TE 1_(0 己已 )268 — 1已67(代表) 
干11 4-0003 TEL (03)3911-1131 (代表) 


関東地区 


九州地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


FAX (048) 日己 1-6370 
FAX (029)241-4268 
FAX (029)836-1913 
FAX (028)632 -己20已 
FAX (027 巨)38—已已08 
FAX (027)361-9139 

FAX (03) 吕927-]160 
FAX (042) 已 28-2382 
FAX の 47)3] 2-8338 
F 八 X (04 己)8已2—己已40 
FAX (0 已已 )268 —]已日9 
FAX (03)3927-1 130 


さいたま市化区宜原町1 -674-2 
水戸市笠原町6日 3-2 
つくば市谷田部 6788- 19 
宇都宜市築瀬町2313 
太田市高林東町237己 
高崎市問屋町西 1-3-22 

東京都化区豊島 8-4-8 
立川市高松町 1-22-3 
松戸市高塚新田9日-己 
横お市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 
東京都化区豊島 8-4-8 


沖縄地区 


ミ中縄営業所宜野湾市宇地泊738 

シーサイド-パーク] 02 


干90 ] -2227 TEL (098)897 —巳677(代表） FAX (098)897 —己巨79 


08032102 


株ぶ舍ネ王 


干9己日-8日1日新潟県王条市ま新保7-7 
TEL(02 己 6) 32-21 11 <代表〉 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


中国地区 


広 島 支店広島市を佐南区巧園 3-27-20 
米子営業所米テ市目义美町23已 -1 
岡山営業所岡山市化区辰己3已 -103 
徳山営業所周南市徳山字ーノ井手己63 1-4 
中国地区サービスセンター広島市安佐南区ネ氏園 3-27-20 


干 73]-0] 38 TEL (082)87]-33]0( 代表） 
干 683-003 己 TEL (08 己 9)33 —8 ] 己7(代表） 
干 700-0976 TEL (086)243-77 己1(代表） 
干74己-0882 TEL (0834)22 —已已巨7(代表） 
干 73]-0] 38 TEL (082)87]—33] 已(代表） 


FAX (082)87]-3306 
FAX (08 己 9)23-0709 
FAX (086)243-7191 
FAX (0834)22 —己已89 
FAX の 82)871-0272 


信越地区 


新 潟 支 店 
新漏東営業所 

野 . 一 


長 


営業所 


信越地区サービスセンター 


=条市巧溯 3-2-1 5 
新漏市東区江南 1-6-4] 

長野市大豆島日312 
松本市恒賀大义保原78已2 
王条市巧溯 3-2-1 已 


干9已己 -08 巨4 
干9已 0-08 己己 
干 38]-0022 
干 399-0033 
干9已已 -08 曰4 


TEL (02 己 6)32—2] 26(代表） 
TEL (02 己)286—9 ] 31(代表） 
TEL (026)22]- 己]]1 ( 代表） 
TEL (0263)2 曰一00己1 ( 代表） 
TE 1_(02 已曰 )32 —2 ] 29(代表） 


FAX (02 已巨 )3 己一8已] 9 
FAX の2己)28日一 33] 3 
FAX (026)22 1-0039 
FAX の 263)2 已 一9961 
FAX の2己 6)32-2 口7 


北陸地区 


金；尺 支店 
富山営業所 
福井営業所 
北陸地区サービスセンター 


金沢市駅西新町 1-1-2 己 
富山市田中町 2-3-1 已 
福井市和田東]-607 
金沢市駅西新町 1-1-2 己 


干920 -0027 TEL (076)260— 0己曰7(代表） 
干 930-098 已 TEL (076)444 —0己67(代表） 
干91 8-8237 TEU 0776)23-0 曰67(代表） 
干920 -0027 TEL (07 已 )2 已〇—0038(代表） 


FAX の 76)260-077 已 
FAX の7日) 444-06 ] 1 
FAX (0776)23-0 己80 
FAX の 76)260-0738 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご了承 
ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 

雨0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 ’ PHS 等か5は 
最畜の サービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


化巧道地区 


札 

幌 


支 

店 

札幌市白石区平和通16 了目南]-19 

干003 -0028 

TEL (0 1り 864-0440( 代表） 

FAX (0 11)呂63—31已4 

旭 

川 

営 

業 

所 

旭川市東旭川南1条2了目2-已 

干078-呂 26] 

TEUOl 66)37-2330( 代表） 

FAX の] 66)37-2338 

化 

見 

営 

業 

所 

j ヒ見市卸町 1 T 目 1-3 

干090 -00 已巨 

TEL (0] 己 7)3 巨一9009(代表） 

FAX (0] 己 7)3 日一己9己9 

勘1 

路 

営 

業 

所 

訓路市花園町 4- 17 

〒〇呂己-0038 

TEUOl 日 4)24-4 191(代表） 

FAX (0 1己 4)24 —04己1 

帯 

広 

営 

業 

所 

帯広市西18条化1了目] 7-1 

干080 -0048 

TEUOl 已已 )3 己一7己] 8(代表） 

F /\ X (0] 已已 )3 己一7己] 0 

函 

館 

営 

業 

所 

函館市西ち便町2 1-2 

干041 -0824 

TEUO ] 38)4 吕一6070(代表） 

FAX (0]38)4 召一巨080 

化海道地区ヴ ー1 

ノニけ。巧一 

札幌市白石区米里3条2了目 6-2 己 

干003 -0873 

TEUOl 1)879-2] 21(代表） 

FAX (0 ] 1 ) 扫71 -2400 


化東化地区 


青 森 支店 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 
八戸地区サービスセンター 
弘前営業所 
弘前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
秋田営業所 
秋田地区サービスセンター 


青森市ち館1 T 目1 2-38 〒〇 30-094 已 

青森市ち館1 T 目1 2-38 〒〇 30-094 日 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干03 ] -0073 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干03 ] -0073 

弘前市田園1 -2-1 〒〇3日-8086 

弘前市田園1 -2-1 〒〇 36-808 巨 

盛岡市門 2- ] -42 干020 -0823 

奥州市水沢区水沢工業団地 4 T 目79 〒〇 23-0002 
盛岡市門 2- ] -42 干020 -0823 

秋田市泉中央4了目 4-1 8 〒〇] 0-091 7 

が田市外旭り I 王千刈 109-1 干01 0-0802 


TEL (0 1 7)742 —82已已(代表） 
TEUOl 7)743-297 1(代表） 
TEL (01 78)24 -己289(代表） 
TEUOl 78)47-660 日(代表） 
TEUOl 72)28-391 0(代表） 
TEUOl 72)26-4770( 代表） 
TEUOl 9)622-479 1(代表） 
TEUOl 97)22-41 已已(代表） 
TEUOl 9)604-028 1(代表） 
TEUOl 8) 曰曰4-已671(代表） 
TEL (0 1 8)864 -已2 ] 9(代表） 


FAX (0 1 7)742-827 已 
FAX の] 7)743-1 1]8 
FAX (0] 78)4 己一4290 
FAX の] 78)71-1344 
FAX (01 72)28-01 91 
FAX の] 72)29-] 133 
FAX(m 9)622 -己244 
FAX (0 1 97)22-44 己2 
FAX (019)604-0283 
FAX の] 8)8 日 4-84 日8 
FAX (0]8)864 —己7已〇 


南東化地区 


仙 台 支店 
山形営業所 
庄內営業所 
郡山営業所 
南東北地区サービスセンター 


仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-32 干 983-003 曰 

山形市東青田 3-6-28 干 990-2423 

酒田市錦町 ]- 1 83-] 干日 98-0 103 

郡山市亀田1 - 已1 -9 干 963-8033 

仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-31 〒 983-003 已 


TEL (022)23 己一31扫](代表） 
TEL (023)642 —32已已(代表） 
TEL (0234)31-0 已71(代表） 
TEL (024)938-2240( 代表） 
TEU 022)783-] 79]( 代表） 


FAX (022)23 巨一8810 
FAX の 23) 日 42-32 己4 
FAX の 234)3]-058] 
FAX (024)938-3021 
FAX の 22)783 叫792 
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イ王所-店名 


電話 （ ) 


★お買いあげ日 


対象部分 



旨、'小卞 1 


期間 
作買いあ、 

1げ曰ょり i 




1 ^ 


•お客様へお願い 

お手数ですび、ご住所、お名前、電話番号をわかりやすくご記入ください。 

販売店の記載びないとさは、それを証明する領収書などび必要となりますので、一緒に保管してください。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で保証期間中に故障した場合には、お買いあげ 
販売店び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書をご提示のうえ、お買いあげの販売店に依頼してください。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理をおこなった場合には、出張に要する実費を申し受けます。 
また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にご相談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入してあるお買いあげ販売店に修理びご依頼でさない場合には、コ□ナお客様ご相 
談窓□一覧表をご覧のラえ、お近くの窓□にお問合せください。 

己.次の場合には保証期間内でを保証の対象外となります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 
(□) お買上げ後の取付場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害および、変質灯油、不純灯油、異質油（灯油(外の油又 
は混入）による故障および損傷 

(二)業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用外に使用された場合の故障および損傷 
(ホ)本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。 

通信販売などでご購入したとさは、商品の送り状-領収書などの提示びない場合。 

(へ)本書の提示びない場合 

(卜）点検整備、および消耗品（日リング、各種パッキン類、ゴム製送油管）の交換をされる場合 
(チ）定期点検の費用 

6 . 本書は日本国内においてのみ有効です 。 This guarantee is valid in Japan only . 

7. 本書は再発行致しませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するをのです。 

従ってこの保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、およびそれ];^外の事業者に対するお客様の法律 
上の権利を制限するをのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買いあげ 
の販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問合せください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは取扱説明書（本書の29ぺージに記載）をご覧 
ください。 

※アフターサービスや製品についてのお問い合わせは、お買いあげの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談 
窓口（本書の34ぺージに記載）にお問い合わせください。 


株ぶ含な 3 U • 

干 9 巳日 -8 日 10 新潟県兰条市ま新保 7 - 7 

205WA0875 - 012 3 @24 TEL(02 已 6) 32-2 …く代表〉 

ホームぺーシ http://www.corona.co.jp/ 


石油ストーブな註書 



ご購入機種に〇を付けてください。 

型式 

FF -6812 PR 

UH - F 7012 PR 

A 

お名前 

様 

★ 

お 

ご住所〒 （ 一 

) 

客 



様 

電話 （ 

) - 


本書は、本書記載内容で無料修理を行なラことを 
お約束するをのです。 

お買いあげの曰から左記期間中故障び発生した場 
合は、本書をご提示のうえ、お買いあげの販売店に 
修理をご依頼ください。 

•ご販売店様へ 

お買いあげ曰、貴店名、住所、電話番号を 
ご記入の上（★印欄に記入のない場合は、無効 
となります）、本書をお客様へお渡しください。 


★販売店 

曰 

巧 

年 


保証期間 


































